









































調査より 5,137人［17.6％］増加）。また，日本語指導が必要な日本国籍の児童生徒は 9,612 人で，
1,715 人［21.7％］増加した。公立学校に在籍している外国人児童生徒数（文部科学省「学校基
本調査」より）は平成 28 年5月1日現在 80,119 人 で 平成 26 年度より 6,830 人［9.3％］増加 し
ている。日本語指導が必要な外国籍の児童生徒の在籍人数別学校数をみると，「１人」在籍校が 
2,851 校（2,681 校） で在籍学校全体 7,020 校に占める割合が 40.6％（43.7％）と最も多く，「5 人























































































































































































































































































































適応 5 10 5 14 34
受け入れ 2 0 1 3 6
教育方法 1 2 0 1 4
文化交流 1 0 0 2 3
健康 1 0 3 4 8
アイデンティティ 2 3 3 8 16
教材 3 1 0 4
言語 14 12 15 41
実態把握 1 2 3 11 17
教育意識 1 1 0 2
ブラジル人学校 15 10 33 58
帰国後 3 6 12 21
教育保障 3 3 3 9
国際理解教育 3 0 0 3
教育支援 2 4 10 16
防災教育 2 1 1 4
親子関係 1 0 1 2
キャリア 0 1 1 2
ホスト社会 0 1 2 3
特別支援教育 0 0 4 4
進路 1 1 7 9
移動経験 0 0 3 3
教育全般 1 8 7 6 22
その他 7 17 16 29 69
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